
【宮本延春さんプロフィール】

１９６９年 １月４日生まれ。愛知県半田市出身。小学生の頃から、体も小さく、“いじめ”の標的にされていた。中学校に進み、最初にもら

った通知表は、「オール１」。「九九」を全部言うことさえも出来なかった。中学校卒業後、大工の道に進み、その後、地元の建設

会社に就職。

１９９２年 ２３歳の頃、１本のビデオ「アインシュタインの理論“光は波か、粒か”」との出会いから、物理学に興味を持ち、大学進学を決

意する。夢への道は、小学校３年生のドリル・九九のマスターから始まった。

１９９３年 ２４歳の春、猛勉強の末、地元の高校（定時制）に合格。

１９９６年 ４月、２７歳で名古屋大学理学部に入学。その後、大学と大学院で、宇宙物理学を専攻し、素粒子などの研究に没頭。満ち足りた

生活の中で、別の思いが芽生える。

２００５年 ４月、３６歳で、母校（高校）の教師になる。

２００６年 ７月、初エッセイ『オール１の落ちこぼれ、教師になる』を出版。１０万部を超えるベストセラーとなる。

２００７年 ５月、テレビ朝日「徹子の部屋」に出演。７月、教育再生会議委員に就任。（～２００８．１）１１月、ＴＢＳ「３年Ｂ組金八先

生」のドラマの中で紹介され話題になる。

２０１３年 １月、いじめ・体罰問題等で、日本テレビ「情報ライブミヤネヤ」、テレビ朝日「ワイド！スクランブル」に出演。

現 在 執筆・講演などで活躍中。

【著 書】 『オール 1 の落ちこぼれ、教師になる』（角川書店）『未来のきみが待つ場所へ～先生はいじめられっ子だった』（講談社）

『キミのためにできること』（ＷＡＶＥ出版）『逆境力-どん底の日々がボクに力をくれた』（主婦と生活社）

『こころの羅針盤―親から子へ伝えたい６０章―』（主婦と生活社）『宇宙を感じる七日間』（プレアデス出版） 他

【お問い合わせ先】 加東市教育委員会人権教育課 （℡0795-43-0544）

主催：加東市教育委員会・加東市立社中学校  後援：社人権擁護委員協議会加東部会

元高校教諭
み や も と ま さ は る
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加東市立社中学校（体育館）


